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※１ １２５Ｖ直流電源設備Ｂ系は、発電所において全ての交流電源が喪失した場合に、原子

炉の安全を監視する設備等に必要な電源を供給する設備です。 
浜岡４号機には、Ｂ系の他にＡ系、高圧炉心スプレイ系の３系列の１２５Ｖ直流電源設

備があり、１系統が故障しても他の系統で原子炉の安全を確保できるように設計されて

います。 
各系統それぞれ６０個の蓄電池を直列に接続して必要な電圧を得ています。 

 

※２ 原子炉施設保安規定は、原子炉等規制法第３７条第１項に基づき、原子炉設置者が原子

力発電所の安全運転を行う上で守るべき事項を定めたもので、国の認可を受ける規定で

す。 

以 上 

４号機 蓄電池の取替について（続報） 

 

 
 
 
 

平成１７年１２月１日～３日 

 ４号機（定格熱出力一定運転中） 
 ：沸騰水型、定格電気出力１１３．７万キロワット 

 メーカー工場にて、原因調査を実施します。 

お知らせ基準 運転情報 「表２－１４」に該当します。 

 

当該蓄電池の取り替えを行うとともに、必要に応じて適切な対策を実施し

ます。 
（平成１７年１１月３０日お知らせ済み）

１２月３日、当該蓄電池の取り替え作業を終了しました。 
取り替え後の№38 蓄電池比重：１．２１２ 
全蓄電池電圧：１２９．２V 

発生号機 

平成１７年１１月２１日に、１２５V 直流電源設備Ｂ系（※１）の

６０個ある蓄電池のうち１個の蓄電池(No.38)の電解液の比重測定を

実施したところ、若干の低下傾向が確認されました。（これまで１．２

１３程度であった比重が１．２０８に低下）この値は、社内管理値 

（１．２０５～１．２２５）を満足しており、また、全蓄電池の電圧

は原子炉施設保安規定（※２）に定める１２６V 以上を満足していま

すが、予防保全の観点から、１２月１日から当該蓄電池を取り替える

ことといたしました。 

なお、取り替え作業は、当該のものと同じ容量の仮設蓄電池を併用

することにより無停電で実施しますが、一時的に取り付ける仮設蓄電

池であるため、１２５Ｖ直流電源設備（Ｂ）系は機能しないものと見

なし原子炉施設保安規定の定める１０日間内で作業を実施します。 

 

本事象による外部への放射能の影響はなく、安定運転を継続してお

ります。 

作業期間 

発生時の状況 

原 因 

対 策 

http://www.chuden.co.jp/torikumi/atom/hamaoka/detail/262/data/171130unten.pdf
http://www.chuden.co.jp/torikumi/atom/hamaoka/pdf/info_unten_02.pdf


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・・
・

蓄電池 
№１  

蓄電池 
№６０ 

６０個の蓄電池を直列

に接続して、原子炉施

設保安規定に定められ

ている１２６V 以上の電

圧を確保しています 

蓄電池 
№３８ 

・・
・

充電器は、交流を直流に変換し、各負荷

へ電気を供給すると共に、蓄電池の充

電を行います。 
交流電源喪失時は、この充電器が停止

するため、蓄電池から電気を供給する構

成としています。 

通常時の電気の流れ 
充電器から各負荷およ

び蓄電池に電気が供給

されます 

交流電源喪失時の 
電気の流れ 
蓄電池より各負荷に電気

が供給されます 

：交流回路 
：直流回路 

各負荷 
原子炉の安全を監視する設備等 

１２５Ｖ直流電源設備Ｂ系の構成 

充電器 

蓄電池 
№２  

取り替えを行った蓄電池 

高さ：約 110cm 

幅：約 43cm 

奥行き：約 46cm 

重量：約 365kg 

公称電圧：2V 

電解液量 

：約 111 ㍑ 




